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   研究の経過と概要 

東山梨教育協議会  平和・人権教育と国際連帯部会 

 

１ 報告書ができるまでの具体的経過について 

   研究主題 「平和・人権教育と国際連帯の広がりをめざして」 

 

   研究の具体的内容 ① 一人一実践の報告 

   ② 授業研究 

   ③ 臨地研修による学習 

   ④ 県教研環流報告 

 

  ２０１４年 研究の経過と計画（敬称略） 

回 研究日 内   容 

１ 

 

５月 ７日 

 

・ 研究組織作り 

・ 研究テーマ及び研究内容の決定 

２ 

 

 

 

 

５月２１日 

 

 

 

 

・ 研究計画作成 

・ 春季教研環流報告 

【資料提供】 

大藤小 高添 勉教頭（国際連帯）尖閣列島問題 地政学及び中国の覇

権主義的な考え，韓国・中国問題と在外日本人 

 ３ 

 

 

 

６月 ４日 

 

 

 

・ 具体的な年間計画の確認 

【実践報告】 

加納岩小 中村 勝（人権）外国籍児童の転入に関わって 

・ 夏季学習会の計画 

４ 

 

 

 

 

 

８月 ４日 

 

 

 

 

 

【夏季学習会】 

○ 統一授業研に向けての授業案検討・資料検討 

  大和小 田邉博幸 

○ 臨地研修 

 「勝沼授産園」施設見学  学習会‥山崎俊二理事長 

  (甲州市勝沼町小佐手６３３－１)   

５ 

 

８月２９日 

  

【授業研究】 

大和小 田邉博幸 （人権）人権について考えてみよう 

 

６ 

 

 

 

１０月１日 

  

 

 

 

【実践報告】 

塩山南小  三森公仁 （人権）いろいろな人たち 

【資料提供】 

大藤小 高添 勉教頭 

（国際連帯）イスラム教とは ～経験からのイスラム～ 
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７ 

 

 

１１月２６日 

 

 

【実践報告】 

日下部小 山宮由紀  

○ 秋季教研環流報告 

８ 

 

 

１月１４日 

 

 

【実践報告】 

塩山南小 甘利志賀峰 

○ 指導案検討 塩山北小 檜垣貴子 

９ 

 

２月 ４日 

  

【授業研究】 

塩山北小 檜垣貴子   

10 

 

２月１８日 

  

○ 冬季教研 

・ 研究のまとめ 

 

 

２ 今次地区教研で論じられた内容と今後の課題について 

 ・ 実践報告や学習会においては，様々な視点からの実践や情報を聞くことができ，今後の 

 取り組みの参考となった。一実践は，人権教育についてのレポートが中心になっているが， 

 国際連帯に関わる資料も提供していただき，研究の広がりがあった。今後も平和・人権・ 

 国際連帯の立場から話し合いを深めていきたい。 

・ 授業研究は，「人権について考えてみよう」という題材で，福島の原発事故から生じた

人権問題について，人権作文をもとに考えていった。５年生の子ども達はこの授業を通し

て，一人一人が安全に，健康に，自由に，幸せに生きる権利について知り，これから自分

たちができる活動について考えを深めることができた。 

・ 夏休みに行われた臨地研修は，勝沼授産園の山崎理事長から，「子どもの貧困対策の推

進」に関わってのお話をうかがった。その中で，子どもの将来がその生まれ育った環境に

よって左右されることのないよう，貧困の状況にある子どもが健やかに育成される環境を

整備することの重要性を認識した。また，人権教育への取り組み方についても，題材の選

定，家族の絆，相互扶助，歴史的産物，憲法や諸権利等からその切り口を探ることをご示

唆いただいた。授産園内の見学では，そこで働いている方々の様子を見て回らせていただ

き，改めて一人一人の生きる尊さを肌で感じることができた。夏季休業中だからこそでき

る貴重な研修となった。 

・ 戦争経験者が少なくなって来た今，戦争や平和について考えさせたい時，直接お話が聞

ける体験者からの「語り」を今後どのように残していけばよいかが問題となる。部会とし

てもできることは考えていきたい。 

 

 

３ 報告書作成参加者，共同研究者について 

 山梨支会 教諭 中村  勝   山宮 由紀  

 甲州支会 教頭 高添 勉 

            教諭 三森 公仁  甘利志賀峰  檜垣 貴子  田邉 博幸  
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     第５学年 道徳学習指導案 

                       大和小学校  田 邉 博 幸 

 

１ 主題名 「人権について考えてみよう」４－（２）公正・公平・正義  

 

２ 資料名 （蓬田 怜奈作 「聞いてください，私の思い」 

        第３２回全国中学生人権作文コンテスト優秀作品より） 

 

３ 主題設定の理由 

   

（１）ねらいとする価値 

    いじめや不登校，児童虐待や福島原発事故に起因した差別など，昨今の児童を取り巻 

  く環境については実に様々な問題や課題が表面化してきている。こうした状況を踏まえ 

  よりよい社会を実現していくためには，正義を愛する心が欠かせない。また，不正や不 

  公平を許さない断固とした気持ちを持ち，多くの人が力を合わせ積極的に差別や偏見を 

  なくそうとする努力が重要である。 

    学習指導要領第３章，道徳の第５学年および第６学年の内容４「主として集団や社会 

  とのかかわりに関すること」の（２）に「だれに対しても差別をすることや偏見を持つ 

  ことなく公正・公平にし，正義の実現に努める」とある。学習指導要領において公正・ 

  公平にすることとは，「私心にとらわれずだれにも分け隔てなく接し，偏ったものの見 

  方や考え方を避け，社会的な平等が図られるようにふるまうこと」とされている。この 

  ような公正・公平な態度を育てていくことは，よりよい社会を実現していく上でとても 

  大切であり，社会正義を身につけるためにも必要なものと考える。自分の利害や感情に 

  左右されることなく，だれに対しても公正・公平に接すること，みんなのことを考え行 

  動することが，社会全体の幸せにつながるという価値に気づかせたい。 

  

（２）ねらいにかかわる児童の実態 

    男子６名。女子３名の学級である。 

    児童の多くが公正・公平・正義といった道徳的価値の大切さについては認識している 

  ものの，自分の利害に直接関係してくるケースになると自分の事や感情を優先してしま 

  い，相手の立場や思いを考えずに行動し，相手の心身を傷つけてしまう場面があった。 

    ４月から上級生となり学級内での活動は勿論，委員会・クラブなどといった児童会活 

  動や学校行事を通じて，よりよい学級や学校を自らの手で築き上げていくことの大切さ 

  については認識はしているものの，公正・公平・正義を意識し具体的な取り組みを考え 

  活動できている児童は全体的に少なく，この点に関しては個人差が大きいと感じている。 

   人権に関わる部分の学習についてはこれまで，道徳の学習（子どもの人権・いじめ問 

  題）を中心に扱ってきている。人権という言葉自体は多くの児童が知っているものの， 

  その意味や人権を守るための具体策という点では，全体的に理解度が低く曖昧な部分が 
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   多い。本時の学習では随所に「人権」という言葉が登場するが，５年生にとっては難解 

  な部分（人権・差別・偏見とは）が多く，言葉の意味や内容を理解した上で本時の学習 

  に繋げていきたいと考える。 

    また，今回授業で扱う東日本大震災については，言葉自体は見聞したことがあると多 

  くの児童が回答したが，「いつ・どこで・震災後について」という点にふれ回答した児 

  童は少なかった。その背景として震災当時１年生だったことや震災から３年余りが経過 

  したこと，さらに昨今震災関連のニュースや話題が社会や学校（学習）で取り上げられ 

  る機会が減ったことが考えられる。学習内容や作者（蓬田さん）のおかれている背景に 

  ついて深く理解するために，読み物資料だけでは知ることができない内容（具体的な震 

  災状況・福島県大熊町・原発事故・原発事故による避難等）についても事前にふれ，本 

  時の学習に繋げていきたいと考える。 

    上記した児童の実態を踏まえ，よりよい社会（学級・学校）を実現するために不可欠 

  な公正・公平・正義といった道徳的価値を再認識すること，また，そのための具体的方 

  策を見い出し自ら実践していくことは，本学級の児童にとって大変意義があると思われ 

  る。 

    こうした心情や実践態度を育むため，本学習ではこれまで何度か扱ってきた人権につ 

  いて取り上げ，自他の人権を守る・大切にすることは勿論，そのためにどんなことを成 

  すべきか，資料中の言葉を参考に自ら考えさせることにより，今後さらによりよい社会 

  （学級・学校）を実現しようとする意欲や態度を育んでいきたいと考える。        

 

 （３）資料について 

        本資料は福島原発事故により，ふる里（大熊町）を離れ避難を余儀なくされた作者（蓬 

  田怜奈さん：新潟県中学３年生）が事故後に起きた様々な辛い体験をもとに，人権につ 

  いて作者自身が考えたことやたくさんの人達に聞いて欲しい，知って欲しい思いや願い 

  を文章に綴ったものである。 

    相手の心ない言葉や態度で大きく傷つけられた作者の「差別や偏見をなくし人権を守 

  りたい」という強い思いや願いが込められた言葉は勿論，差別や偏見をなくすにはどう 

  すればよいか，また，どうすれば人権が守られるのか，作者自身が改めて考え直したこ 

  とや様々な気づきなどももとにしながら，人権について改めて考えさせたい。また，人 

  権を守るために自分自身で何ができるのか，何を成すべきなのかについても考えさせ， 

  人権を守る・大切にしようとする意欲や態度を育んでいきたい。 

 

４ 本時について 

（１）日 時  ２０１４年 ８月２９日（金） ５校時 

  （２）場 所  ５学年教室 

  （３）ねらい  公正・公平の大切さを自覚し，だれに対しても差別する心や偏見を持つ 

         ことなく，よりよい社会の実現（人権を守る・大切にする）に努めよう 

         とする心情や態度を育てる。 

  （４）展 開 
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課程   学習活動と主な発問 学習の様子を見取る視点 指導上の工夫・留意点 

 

導 

 

  

入 

 

  

５ 

分 

 

 

 

①一枚の写真（原発事故により 

 避難している方々の写真）を提 

 示し，どんな写真か考える。 

 

「この写真はどんな場面を撮影 

 したものだろう」 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・写真① 

◇いつ，どこで，だれが 

何をしている写真か考 

え，確認する。 

・数名に発表してもらう 

 

 

 

 

 

     （河北新報報道

写真より） 

 

 

 

 

 

 

・東日本大震災 

  （２０１１年３月１１日） 

・東北地方（福島・宮城・岩手） 

・震災・原発事故により避難さ 

れた方々 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

②避難を余儀なくされた中学生の

 体験（読み物資料から）を知り，

 そこから問題点（差別・偏見・ 

人権侵害）に気付く。 

「資料を読み，どんな問題が蓬田 

さんの身の回りに起きたのか知 

ろう。」 

 

 ③蓬田さんの心情を考える。 

「こうした体験をした蓬田さんの

 気持ちを想像してみよう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆学習ノート（前半） 

  （読み物資料） 

◇資料内容を確認し，い 

じめや差別により，多 く

の人が傷つけられた こ

とを確認する。 

 

 

◇どうしてそう思ったの

 か理由も考えさせたい 

・数名に発表してもらう 

 

 

 

◇どうしてそう思ったの

 か理由も考えさせたい 

・数名に発表してもらう 

 

 

 

 

 

◇いじめや差別により， 

多くの人権が守られて 

いない，大切にされて い

 

 

・つらい ・悲しい 

・大変だ  ・苦しい 

 

 

 

④自分の立場に置きかえ考える。「

自分の身の回りでも，蓬田さん が

体験（差別・偏見・人権侵害） し

たことと同じことが起きたら ど

う思いますか。」  

 

 

・つらい ・悲しい 

・大変だ  ・苦しい 

 

 

 

⑤本時の学習のねらいを知る。 

 

 

人権を守る・大切にするために，わたしができることは 

何か考えてみよう 
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35 

 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥人権を守る・大切にするために 

できることを知る。 

「資料の続きを読み，蓬田さんの 

考えからできることを探ってみ 

よう。」 

 

⑦人権を守る，大切にするために 

自分なりの考えや取り組みを考 

える。 

「人権を守る・大切にするために 

自分に何ができるか，何を成す す

べきか，考えてみよう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎自らの考えや実践内容 

を記した言葉から，道 

 徳的価値（公正・公平）

 の深化が図かられ，道 

 徳的な実践意欲（人権 

 を守りよりよい社会を 

 実現する）の向上が図 

 られたかをみる。 

 （学習ノートへの記述） 

 

ないことを再確認す る。 

 

☆学習ノート（後半） 

  （読み物資料） 

◇人権を守る・大切にす 

る方法（得る・知る・ 持

つ）に気づかせたい。 

 

☆学習ノート 

◇蓬田さんの体験や考え

 を参考にしながら，何 

を知り・学び，今後ど う

実践していくかとい う

点を意識させ，自分 なり

の考えをまとめさ せた

い。 

・数名に発表してもらう 

 

 

終 

 

末 

 

５ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

⑧別の写真（避難されている方々 

を支援している場面）を提示し， 

人には別の側面もあることを知 

り，本時を終える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（河北新報報道写真より） 

・写真② 

◇３枚の写真を紹介し， 

人を傷つける一方で， 相

手を思いやる，助け ると

いった優しさも人 は持

っていることを伝 えた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 （５）本時の評価 

        ・だれに対しても差別する心や偏見を持つことなく，公正・公平の大切さを自覚する 

    ことができたか。                              

   ・よりよい社会の実現（人権を守る・大切にする）に努めようとする心情や態度を育 

    むことができたか。                     （授業中の発言内容・学習ノート） 
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５ 学習内容に関する事前アンケート（９人） 

①人権という言葉を聞いたことがありますか。 

ある ７人 

ない ２人 

 

 

 

 

 

②人権とは何か知っていますか。知っている場合は  に内容を書いてください。 

 

 

 知っている   ３人  

  知らない   ６人 

 

 

 

 

 ・人間が持っている権利（１）    ・子どもの権利条約（１） 

 ・人として守らなければいけないこと，ル－ル（２）          （複数回答） 

 

③人権を守る・大切にするための方法を知っていますか。知っている場合は  に内容を 

 書いてください。 

 知っている ２人 

 知らない ７人 

 

 

 

 

 ・いじめをしない（１） ・思いやりの心を持つ（２）      （複数回答） 

 

④東日本大震災を知っていますか。知ってい場合は  に内容を書いてください。 

 

 

 知っている   ８人  

  知らない   １人 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　知っている

知らない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある

ない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている

知らない
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 ・大地震（８）   ・大津波（８）   ・東北地方（福島・岩手：２） 

 ・３月１１日（２） ・多数被害者（１）  ・原発事故（１）  （複数回答） 

                                                                        

６ 成果と課題 

   （１）児童の意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・人権を守るためには，いじめや差別を無くせばよいと思う。わたしはたまに友達 

 に悪口を言ってしまうことがあったので，これからは友達の気持ちや立場を考え 

 ながら話しをしていきたい。 

・人権を守る・大切にすることについて今  まで考えたことがありませんでした

が，  人権を守るために，相手の気持ちや立場  を知ることが大切なことだと

わかりまし  た。これからは友達や相手のことを理解  （知る）するように注

意していきたいで  す。                 ・蓬田さんの作文

を読んで自ら取り組んでみたいことがあります。それは，「い  じめがなくなる

ように強い心を持つ」ということです。強い心を持ちいじめや差 別を無くし，仲

の良いクラスをつくっていきたいです。 

・友達に対して優しくしたいと思います。 また，悲しい思いをしている人がいた

ら， 声をかけ励ましたいとお思います。 

・大和小学校の５年教室に蓬田さんのよう な人が来たら，差別をしないでやさし

く 

 接したいと思います。 

 

 

   （２）授業者の反省 

 

 

 

 

・蓬田さんの実体験をもとにしながら授業を進めたが，どの様な差別や偏見が実際

 に起こり，どれだけ傷つき傷つけられたのか資料から具体的に知ることができ，

 人権について一人ひとりが真剣に考えることができた。 

・多くの児童が，授業を通じて学んだことを今後の学校生活や社会の中で生かして

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている

知らない
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 いこう，実践していこうとする態度（意欲）に繋げられることができた。 

・蓬田さんの思いや考えをもとにしながら，人権を守る・大切にするために自分自

 身が何を成すべきか，逆に何をしてはいけないのか考える機会となった。 

 

・授業を展開する上で，大震災や原発事故等について事前学習（１時間程）を行っ

 たが，扱う内容が多く難解な言葉も多かったため，児童の理解度に大きな個人差

 が生じてしまった。 

・今回の授業では蓬田さんの思いや言葉から本時のねらいにせまったが，児童の自

 由な考えや思いを生かした授業展開も工夫する必要があった。 

 

          

   （３）研究協議から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・人権や差別，偏見といった言葉の意味を事前に捉えておいたことが良かった。 

・終末で提示した写真（３枚）には，５年生と同じ子どもの姿もあり身近な問題と

 して捉えることができた。 

・今回の授業を通して児童が考えたことが，今後の道徳的実践力を高める上でよか

 ったと思う。 

・児童から多くの考えや意見が出されよかった。 

・共感的に授業を進められていてよかった。 

 

・児童の実態として，いじめや差別をなどを受けていない状態での授業だったので

， 果たして自分の身にしっかりと受けとめられていたかどうか疑問がある。他の

題 材でもよかったのではないか。 

・今回の授業では差別や偏見を受けた側からその時の心情を考えさせたが，差別を

 する側だったらどうすべきか，再質問するとさらに内容が深まったと思う。 

・本時のねらいについては，主発問にあたるのでそれを前面に出さない方がよかっ

 たと思う。 

・終末の写真を提示した後で，全体で考えさせる場面があってもよかったのではな

 いか。人の持っている優しさ・思いやり，ボランティアに対する意識についてさ

 らに広がりが得られたのではないか。 

 

  （４）まとめ 

        学級や児童の実態を踏まえ，だれに対しても差別する心や偏見を持つことなく，公正 

  ・公平の大切さを自覚すること，また，よりよい社会の実現（人権を守る・大切にする） 

  に努めようとする心情や態度を育むことをねらいとして本学習を行った。児童がまとめ 

  た文章を読むとこうした心情や態度を育むことができたのではないかと感じる。 

    授業後の学校生活を振り返ると，学級内の課題が少しずつではあるが改善されてきて 

  おり，自らの手でクラスや学校をよくしていこうとする自覚が，多くの児童の心の中で 

  育ってきていると感じる。また，こうした自覚を持つだけでなく様々な活動の中で，具 

  体的な取り組みを考え自ら行動できるようになった児童が増えてきている。一方でまだ 
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  まだ自分勝手な言動をとり，相手を傷つけてしまう場面もあり個人差がある。こうした 

  態度や意欲を高めるため，さらによりよい人間関係や学級，社会を実現していくために 

  道徳は勿論，様々な教育活動の中で継続して指導を行っていくことの重要性を感じる。 

  また，必要に応じて全体指導だけでなく個別に対応していくことも考えていきたい。  

   今回の授業では，人権問題について原発事故・避難から生じた事例をもとに一人ひと 

  りに考えてもらったが，別の側面（いじめ・国籍・経済格差・戦争等）からも人権につ 

  いて考える機会を設けていきたい。より安全で安心して暮らす，また，健康で幸せに暮 

  らすことができるようにするために，こうした学習を通じて自分自身で何を成すべきか 

  新たに探っていきたいと思う。 
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